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▲　補修を終えた歴史公園の竪穴住居（右）

東
日
本
大
震
災
と
埋
蔵
文
化
財

　

東
日
本
大
震
災
は
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
あ
ま
り

の
深
刻
さ
故
、
丸
二
年
を
過
ぎ
た
今
で
も
、
被
災
し
た
方
々
の

高
台
移
転
の
事
業
は
進
ま
ず
、
仮
設
住
宅
で
不
便
な
暮
ら
し
を

続
け
て
お
ら
れ
る
方
も
多
い
。

　

行
政
で
は
、
で
き
る
限
り
現
状
の
ま
ま
将
来
に
引
き
継
ぐ
と

い
う
こ
と
を
埋
蔵
文
化
財
保
護
の
原
則
と
し
て
お
り
、
被
災
地

の
県
や
市
町
村
の
専
門
職
員
の
方
々
は
被
災
直
後
か
ら
復
興
計

画
と
埋
蔵
文
化
財
の
調
整
に
全
力
を
尽
く
し
て
こ
ら
れ
て
い
る
。

　

私
は
、
一
般
社
団
法
人
日
本
考
古
学
協
会
に
設
置
さ
れ
た
東

日
本
大
震
災
対
策
特
別
委
員
会
の
委
員
長
を
務
め
て
い
る
関
係

で
、
復
興
事
業
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
問
題
に

つ
い
て
、
被
災
県
・
市
町
村
の
方
々
と
数
度
に
わ
た
っ
て
面
談

を
行
っ
て
き
た
。
特
に
復
興
事
業
と
の
調
整
や
発
掘
調
査
が
必

要
と
な
っ
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が
い
、
文
化

庁
に
そ
の
要
望
を
伝
え
、
改
善
が
図
ら
れ
て
も
い
る
。

　

調
整
で
本
調
査
を
回
避
す
る
と
い
う
原
則
を
貫
い
て
も
、
復

興
事
業
に
伴
う
発
掘
調
査
は
今
年
度
か
ら
急
激
に
増
加
す
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
本
県
か
ら
の
二
名
を
含
め
被

災
三
県
に
は
全
国
か
ら
六
〇
名
の
専
門
職
員
が
派
遣
さ
れ
、
な

れ
な
い
土
地
で
懸
命
に
発
掘
調
査
に
従
事
さ
れ
て
い
る
。

　

埋
蔵
文
化
財
が
復
興
事
業
の
妨
げ
で
あ
る
か
の
よ
う
な
報
道

を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
現
実
的
に
そ
の

よ
う
な
こ
と
は
、
現
在
ま
で
一
例
も
な
い
。
被
災
者
の
皆
様
に

と
っ
て
も
、
埋
蔵
文
化
財
は
「
地
域
に
お
け
る
人
々
が
懸
命
に

生
き
て
き
た
証
」
と
し
て
、
そ
の
調
査
は
必
要
な
も
の
と
し
て

受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
高
台
移
転
地
の
現
地
説
明
会
で
は
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
ほ
ど
の
市
民
が
訪
れ
た
と
い
う
。
ま
た
、
移

転
地
の
発
掘
作
業
に
従
事
す
る
被
災
者
の
方
も
多
い
と
聞
く
。

　

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
高
台
移
転
に
伴
う
発
掘
調
査
は
、
考
古
学

界
を
あ
げ
、
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
講
じ
、
遅
滞
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
埋
蔵
文
化
財
足
枷
論
」
が
マ

ス
コ
ミ
を
賑
わ
せ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
な
ら
な
い
。



　

今
回
の
特
別
テ
ー
マ
展
は

６
月
８
日
か
ら
（
公
財
）
山

形
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

と
共
催
で
「
古
墳
時
代
の
集

落
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
い
た

し
ま
す
。

　　

古
墳
時
代
は
、
一
般
に
遺

跡
と
し
て
目
立
つ
古
墳
が
注

目
さ
れ
ま
す
が
、
集
落
遺
跡

を
見
る
こ
と
で
当
時
の
人
々

の
生
活
の
様
子
を
探
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
古
墳

時
代
を
前
期
・
中
期
・
後
期

と
時
期
を
追
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
時
期
の
代
表
と
な
る
遺

跡
を
紹
介
し
ま
す
。

　

川
前
２
遺
跡
は
須
川
左
岸

の
自
然
堤
防
上
に
営
ま
れ
た

古
墳
時
代
と
奈
良
平
安
時
代

の
遺
跡
で
す
。
こ
の
う
ち
古

墳
時
代
前
期
で
は
、
４
世
紀

代
と
推
測
さ
れ
る
住
居
跡
が

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
こ
の
地
域
は
増
水

時
に
は
冠
水
を
受
け
や
す
い

場
所
に
な
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
古
墳
時
代
の
こ
の
集
落

は
約
一
〇
〇
年
間
に
わ
た
っ

て
営
ま
れ
た
よ
う
で
す
。

　

鎌
倉
上
遺
跡
は
古
墳
時
代

前
期
と
中
期
の
遺
跡
で
す

が
、
展
示
で
は
前
期
も
含

め
、
中
期
の
資
料
を
中
心
に

展
示
し
ま
す
。

　

遺
跡
は
鬼
面
川
右
岸
の
後

輩
湿
地
に
あ
り
、
近
隣
に
は

中
里
遺
跡
、
高
畠
町
南
原
遺

跡
な
ど
、
古
墳
時
代
中
・
後

期
に
営
ま
れ
た
遺
跡
が
点
在

し
て
い
ま
す
。

　

こ
ち
ら
も
川
に
沿
う
集
落

跡
で
す
。

　

矢
馳
Ａ
遺
跡
は
大
山
川
と

湯
尻
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

た
河
間
低
地
に
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
62
年
の
発
掘
調
査

で
、
多
く
の
竪
穴
住
居
か
ら

な
る
古
墳
時
代
の
集
落
跡
が

見
つ
か
り
、
話
題
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
の
発
掘
調
査

で
も
古
墳
時
代
中
期
の
遺
物

や
後
期
の
集
落
、
奈
良
・
平

安
時
代
、
中
世
の
遺
構
と
遺

物
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

展
示
は
9
月
22
日
ま
で
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
足

を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　

当
館
研
修
事
業
「
春
の
遺

跡
め
ぐ
り
」、
今
春
は
西
村

山
地
域
を
め
ぐ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
、
大
変
好
評
を
い

た
だ
い
た
企
画
展
「
中
世
や

ま
が
た
の
城
館
」
で
、
県
内

に
あ
る
多
く
の
中
世
城
館
を

図
や
調
査
資
料
な
ど
で
紹
介

し
ま
し
た
。
図
録
も
好
評

で
、
実
際
に
中
世
城
館
を
見

に
行
き
た
い
、
ま
た
は
見
に

行
っ
た
と
い
う
声
が
多
く
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、こ
の
た
び
の「
春

の
遺
跡
め
ぐ
り
」
で
は
企
画

展
で
も
紹
介
し
た
西
村
山
地

域
の
中
世
城
館
を
中
心
に
、

現
地
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

西
村
山
地
域
の
城
館
は
、

大
江
町
に
あ
る
左
沢
楯
山
城

跡
や
、
寒
河
江
市
の
白
岩
城

跡
な
ど
、
名
だ
た
る
城
館
址

が
多
数
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
今
回
は
先
に

記
述
し
た
二
ヶ
所
の
他
に
、

慈
恩
寺
や
、
現
在
公
園
と
し

て
整
備
さ
れ
て
い
る
高
瀬
山

遺
跡
、
河
北
町
溝
延
城
跡
な

ど
を
め
ぐ
り
ま
し
た
。

　

寒
河
江
市
教
育
委
員
会
の

大
宮
氏
よ
り
解
説
を
い
た
だ

き
、
よ
り
一
層
理
解
が
深

ま
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

山
形
の
歴
史
を
語
る
遺
跡
展
３  

特別
テーマ展

平
成
25
年
６
月
８
日
㊏
〜
９
月
22
日
㊐

春
の
遺
跡
め
ぐ
り　
　

開
催
日
：
5
月
19
日
㊐

古
墳
時
代
前
期

　
　
川
前
２
遺
跡
（
山
形
市
）

古
墳
時
代
前
・
中
期

　
　
鎌
倉
上
遺
跡
（
米
沢
市
）

古
墳
時
代
中
・
後
期

　
　
矢
馳
Ａ
遺
跡
（
鶴
岡
市
）

山
形
の
歴
史
を
語
る
遺
跡
展
３

 「
古
墳
時
代
の
集
落
」



　

平
成
5
年
4
月
に
当
館
が

開
館
し
て
、
今
年
は
20
周
年

の
節
目
の
年
に
あ
た
り
ま

す
。

　

当
館
の
周
辺
は
縄
文
時
代

草
創
期
の
洞
窟
遺
跡
が
集
中

的
に
分
布
し
、
ま
た
飛
鳥
・

奈
良
時
代
の
古
墳
が
数
多
く

分
布
す
る
な
ど
、
遺
跡
が
集

中
す
る
地
域
で
す
。
当
館
は

押
出
遺
跡
を
は
じ
め
、
こ
れ

ら
多
く
の
遺
跡
資
料
を
保
存

し
活
用
を
図
る
目
的
で
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
で
唯
一
の

考
古
資
料
専
門
の

館
で
あ
り
、「
本

県
に
と
っ
て
歴

史
上
重
要
な
古

代
の
遺
跡
に
関
す

る
資
料
収
集
・
保

管
・
展
示
、
風
土

記
の
丘
の
中
心
と

し
て
」
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

高
度
経
済
成
長

期
の
な
か
で
、
開

発
行
為
に
伴
い
調

査
さ
れ
ず
に
壊
さ
れ
る
多
く

の
遺
跡
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
遺
跡
の
中
に

は
、
き
ち
ん
と
し
た
遺
跡
調

査
が
行
わ
れ
れ
ば
、
歴
史
の

一
ペ
ー
ジ
を
塗
り
替
え
る
よ

う
な
大
発
見
が
あ
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

無
残
に
壊
さ
れ
失
わ
れ
て

ゆ
く
遺
跡
を
な
く
そ
う
と
、

有
識
者
を
中
心
に
昭
和
46
・

47
年
に
埋
蔵
文
化
財
保
護
運

動
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

そ
し
て
翌
昭
和
48
年
、
県
行

政
に
埋
蔵
文
化
財
や
文
化
財

の
保
護
と
芸
術
文
化
を
担
当

す
る
「
文
化
課
」
が
設
置
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
40
年
、
開
発
行

為
に
伴
う
緊
急
発
掘
調
査
が

数
多
く
実
施
さ
れ
、
記
録
で

保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

折
し
も
昨
年
度
は
平
成
4

年
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た

舟
形
町
に
あ
る
西
ノ
前
遺
跡

か
ら
出
土
し
た
土
偶
「
縄
文

の
女
神
」
が
国
宝
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
発
掘
調

　

こ
の
春
、
歴
史
公
園
の

竪
穴
住
居
（
東
側
一
棟
）

が
改
修
さ
れ
、
新
し
く
生

ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
平

成
10
年
に
歴
史
公
園
が

オ
ー
プ
ン
し
て
は

や
15
年
。
そ
の
間
、

痛
ん
だ
カ
ヤ
な
ど

の
補
修
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
経

年
劣
化
も
あ
り
こ

の
た
び
大
規
模
に

修
繕
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
今
年
度
は

西
側
の
も
う
一
棟
も
改
修

す
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
館
長
を
勤
め
ら
れ
た
佐

藤
鎭
雄
先
生
に
代
わ
っ
て
渋
谷
孝
雄

が
新
館
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
ま

た
、
職
員
は
平
に
代
わ
り
鈴
木
が
着

任
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

当
館
開
館
二
〇
周
年　

第
二
一
回
企
画
展

「
山
形
古
代
史
発
掘
40
年
」

平
成
25
年
10
月
1
日
㊋
～
11
月
30
日
㊏

歴史公園の竪穴住居新
ス
タ
ッ
フ
で

　
　
　

頑
張
り
ま
す
！

査
に
よ
る
成
果
の
賜
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
こ

の
文
化
財
に
係
る
40
年
の
歩

み
を
「
山
形
古
代
史
発
掘
40

年
」
と
題
し
ま
し
て
、
旧
石

器
時
代
か
ら
近
世
の
遺
跡
の

発
掘
調
査
の
成
果
を
た
ど
っ

て
い
き
ま
す
。
併
せ
て
当
館

が
こ
れ
ま
で
担
っ
て
き
た
文

化
財
保
護
の
普
及
啓
発
活

動
、
及
び
果
た
し
て
き
た
役

割
や
事
業
の
意
義
を
、
開
館

20
周
年
の
節
目
と
し
て
振
り

返
り
、
今
後
の
活
動
へ
と
発

展
さ
せ
て
ゆ
く
も
の
で
す
。

　

企
画
展
示
期
間
中
に
は
、

記
念
講
演
会
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
を
開
催
い
た
し
ま

す
。

　

ぜ
ひ
ご
来
館
下
さ
い
。

▲ 開館の頃の当館



我
が
館
の
展
示
品
（
30
）

縄
文
時
代
晩
期
●
東
根
市

　
　
　
　
　
　
　

蟹
沢
遺
跡
出
土

縄
文
時
代
晩
期
を
飾
る
土
器

置賜遺跡めぐり（36）
世
紀
初
め
頃
の
古
墳
で
す
。

　

国
道
１
１
３
号
を
挟
ん
で

南
に
２
基
が
復
元
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

２
基
の
う
ち
、
西
側
に
あ

る
１
号
墳
は
早
く
か
ら
石
室

　

清
水
前
古
墳

は
、
当
館
か
ら
東

に
約
２
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
と
こ
ろ
に

あ
る
、
７
世
紀
の

終
わ
り
頃
か
ら
８

の
上
部
の
大
き
な
一
枚
の
天

井
石
が
露
出
し
て
い
ま
し

た
。

　

１
９
７
３
年
の
発
掘
調
査

で
、
墳
丘
が
径
約
20
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
あ
る
円
墳
と
み
ら
れ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

隣
に
あ
る
２
号
墳
は
、
１

号
墳
よ
り
や
や
小
さ
く
な
る

よ
う
で
す
が
、
大
き
さ
は
径

20
メ
ー
ト
ル
に
近
く
、
1
号

墳
と
同
じ
円
墳
と
み
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

道
路
を
挟
ん
で
反
対
側
に

3
号
墳
が
あ
り
、
１
９
９
５

年
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
す
で
に
石
室
は
崩

れ
て
い
ま
し
た
が
、
1
号
墳

2
号
墳
と
同
様
に
、
浅
い
周

溝
が
め
ぐ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

石
室
の
入
り
口
が
、
地
表

面
か
ら
1
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
上

部
に
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

古
墳
の
特
徴
と
い
え
ま
す
。

　　

1
号
墳
・
2
号
墳
は
見
学

可
能
で
す
が
、
石
室
内
部
に

入
る
場
合
、
当
館
す
ぐ
横
に

あ
る
安
久
津
2
号
墳
に
比

べ
、
羨
道
部
分
の
天
井
が
低

め
で
狭
い
の
で
、
頭
上
に
注

意
が
必
要
で
す
。

　

石
室
内
部
は
暗
く
、
季
節

に
よ
っ
て
は
蛇
な
ど
が
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
見

学
の
際
は
十
分
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

　

近
隣
に
は
瓜
割
石
庭
公
園

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
夏
は
、
当
館
を
ス

タ
ー
ト
に
古
墳
め
ぐ
り
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

清
水
前
古
墳

清
水
前
古
墳

「
出
羽
の
石
舞
台
古
墳
」
と
称
さ
れ
た

高
畠
町
●
７
世
紀
末
頃

　

常
設
展
示
の
縄
文
時
代

最
後
を
飾
る
土
器
は
、
東

根
市
蟹
沢
遺
跡
か
ら
出
土

し
た
資
料
で
す
。

　

蟹
沢
遺
跡
は
、
縄
文
時

代
の
終
わ
り
、
縄
文
晩
期

に
営
ま
れ
た
遺
跡
で
す
。

　

縄
文
晩
期
の
東
北
地
方

は
、
現
在
の
青
森
県
に
中

心
を
持
つ
亀
ヶ
岡
式
土
器

文
化
の
圏
内
に
あ
り
ま

す
。

　

装
飾
は
雲
形
紋
や
工
字

文
と
い
っ
た
特
徴
的
な
文

様
が
施
さ
れ
ま
す
。
器
種

も
注
口
土
器
を
は
じ
め
、

壺
形
や
浅
鉢
形
な
ど
多
様

で
す
。

　

蟹
沢
遺
跡
の
出
土
資
料

は
晩
期
中
葉
頃
の
も
の

と
、
晩
期
後
葉
の
も
の
と

に
分
か
れ
る
よ
う
で
す
。

　

大
洞
A´
式
に
並
行
す
る

晩
期
の
終
わ
り
頃
の
も
の

は
、
太
い
沈
線
に
よ
る
変

形
工
字
文
が
特
徴
的
で
す
。


